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一
　
人
形
浄
瑠
璃
史
に
お
け
る
八
王
子
車
人
形

日
本
で
は
、
古
来
、
多
様
な
人
形
戯
・
人
形
芝
居
が
伝
承
さ
れ
て
き
た
。
な

か
で
も
、
高
い
演
劇
性
・
芸
術
性
、
継
承
の
時
間
の
長
さ
、
生
活
と
の
か
か
わ

り
等
の
点
か
ら
し
て
、
最
も
大
き
な
存
在
は
人
形
浄
瑠
璃
で
あ
ろ
う
。

人
形
浄
瑠
璃
は
、
江
戸
時
代
直
前
の
十
六
世
紀
末
頃
、
以
前
か
ら
あ
っ
た
浄

瑠
璃
と
い
う
語
り
の
芸
能
と
人
形
操
り
が
結
合
し
て
成
立
し
た
。

人
形
浄
瑠
璃
は
大
き
く
展
開
す
る
時
期
が
い
く
つ
か
あ
る
。
ま
ず
最
初
は

十
七
世
紀
後
半
の
、
竹
本
義
太
夫
と
近
松
門
左
衛
門
の
登
場
で
あ
る
。
貞
享
元

（
一
六
八
四
）
年
、
竹
本
義
太
夫
が
大
坂
に
竹
本
座
を
開
場
し
、
義
太
夫
節
を
創

始
す
る
。
竹
本
義
太
夫
に
作
品
を
提
供
し
た
の
が
近
松
門
左
衛
門
で
、
義
太
夫

節
に
よ
る
近
松
作
品
は
、
社
会
の
矛
盾
を
と
ら
え
そ
の
苦
悩
の
中
で
生
き
る
人

間
を
リ
ア
ル
に
描
き
、
多
く
の
人
の
心
を
と
ら
え
た
。

次
は
、
十
八
世
紀
前
半
、
享
保
十
（
一
七
二
五
）
年
か
ら
宝
暦
元
（
一
七
五
一
）

年
の
二
十
六
年
間
が
人
形
浄
瑠
璃
の
全
盛
期
と
い
わ
れ
る
。
三
大
名
作
「
菅
原

伝
授
手
習
鑑
」「
義
経
千
本
桜
」「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
を
は
じ
め
、
後
世
に
残

る
作
品
が
次
々
と
初
演
さ
れ
る
。
人
形
も
近
松
の
頃
は
一
人
遣
い
で
あ
っ
た
が

三
人
遣
い
が
考
案
さ
れ
、
こ
の
時
期
の
人
形
浄
瑠
璃
は
義
太
夫
節
の
音
曲
的
な

工
夫
、
す
ぐ
れ
た
劇
作
品
、
人
形
の
高
度
な
操
作
・
演
出
技
法
の
三
つ
を
得
た

こ
と
で
大
坂
の
演
劇
界
で
は
歌
舞
伎
を
凌
ぐ
人
気
と
な
っ
た
。

十
八
世
紀
後
半
は
人
気
が
下
降
気
味
に
な
る
が
、
十
九
世
紀
に
は
現
在
で
も

人
気
の
演
目
「
奥
州
安
達
原
」「
艶
容
女
舞
衣
」「
伽
羅
先
代
萩
」「
絵
本
太
功
記
」

「
生
写
朝
顔
話
」
等
が
初
演
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
現
在
各
地
に
民
俗
芸
能
と
し

て
残
る
人
形
浄
瑠
璃
座
の
主
要
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
頃
に
は

各
地
で
、
地
元
で
製
作
さ
れ
た
人
形
の
首
や
用
具
類
、
上
演
記
録
等
が
数
多
く

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
人
形
浄
瑠
璃
が
全
国
へ
広
が
り
根
付
い
て
い
っ

た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

十
九
世
紀
初
め
大
坂
で
は
文
楽
の
語
源
と
な
っ
た
、
植
村
文
楽
軒
が
出
現
し
、

以
後
数
代
に
わ
た
り
安
定
し
た
興
行
を
続
け
、
中
心
的
存
在
と
な
っ
て
い
く
。

こ
う
し
た
人
形
浄
瑠
璃
の
歴
史
的
な
流
れ
の
中
か
ら
、
江
戸
時
代
末
頃
か
ら

近
代
に
か
け
て
、
新
た
に
工
夫
を
加
え
た
人
形
芝
居
が
創
出
さ
れ
る
。
た
と
え

ば
、
操
り
人
形
で
は
大
型
の
人
形
の
小
型
化
や
糸
の
数
を
増
や
す
こ
と
で
、
指

人
形
で
は
人
形
や
指
の
遣
い
方
を
工
夫
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
表

現
を
可
能
に
し
た
。
前
者
は
島
根
県
益
田
の
糸
操
り
人
形
、
後
者
の
指
人
形
で

は
高
知
県
西
畑
人
形
で
現
在
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。

車
人
形
、
乙
女
文
楽
は
、
新
た
な
工
夫
を
加
え
た
人
形
芝
居
の
も
っ
と
も
代

表
的
な
例
と
い
え
る
。
い
ず
れ
も
三
人
遣
い
を
一
人
で
遣
う
よ
う
に
創
案
さ
れ

た
。
車
人
形
は
、
現
在
、
東
京
都
八
王
子
車
人
形
、
同
川
野
の
車
人
形
、
埼
玉

県
竹
間
沢
車
人
形
で
行
わ
れ
て
い
る
。
乙
女
文
楽
は
大
阪
や
神
奈
川
県
川
崎
市

の
現
代
人
形
劇
セ
ン
タ
ー
等
で
継
承
さ
れ
て
い
る
。

車
人
形
は
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
の
は
三
か
所
だ
が
、
更
に
多
く
の
車
人
形

が
行
わ
れ
て
い
た
。『
国
劇
要
覧
』（
一
九
三
二
年
、
一
九
四
頁
)
に
よ
れ
ば
、

多
摩
地
方
の
座
元
と
し
て
渋
谷
の
吉
田
冠
十
郎
、
東
京
府
下
南
多
摩
郡
恩
方
村

八
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特
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価
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の
瀬
沼
時
太
郎
、
同
郡
横
山
村
の
丹
澤
彦
太
郎
、
同
北
多
摩
郡
の
薫
森
亮
、
埼

玉
県
入
間
郡
三
芳
村
の
前
田
信
忠
、
千
葉
県
君
津
郡
長
裏
村
の
吉
田
冠
之
助
、

神
奈
川
県
足
柄
郡
下
中
村
の
西
川
伊
左
衛
門
の
七
か
所
と
人
形
遣
い
で
は
な
い

が
後
援
者
と
し
て
尽
力
し
て
い
る
八
王
子
市
の
平
音
次
郎
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。『
東
京
に
残
る
江
戸
・
人
形
芝
居
の
世
界　

八
王
子
車
人
形
』（
一
九
九
六

年
、
二
六
～
二
八
頁
）
で
は
、
昭
和
二
十
七
（
一
九
五
二
）
年
前
後
の
調
査
と
し
て

八
王
子
周
辺
の
座
元
と
し
て
、
八
王
子
市
小
門
町
の
小
泉
信
久
、
横
山
村
字
新

地
の
丹
沢
彦
太
郎
、
恩
方
村
松
竹
の
瀬
沼
時
太
郎
、
小
宮
地
区
安
土
の
小
町
（
田

中
）
源
三
郎
（
西
川
柳
寿
）、
と
多
摩
村
関
戸
の
五
か
所
が
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

昭
和
三
十
年
代
か
ら
五
十
年
代
に
か
け
て
は
秋
間
一
昇
座
が
興
行
し
た
が
、
秋

間
一
昇
の
死
と
共
に
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
。

現
在
八
王
子
周
辺
で
は
、
八
王
子
車
人
形
が
唯
一
の
車
人
形
で
あ
る
。

二
代
目
か
ら
現
在
の
五
代
目
ま
で
、
百
三
十
年
に
わ
た
り
西
川
古
柳
一
座
に

よ
っ
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
八
王
子
車
人
形
は
、
人
形
浄
瑠
璃
の
歴
史
か
ら
見
て

た
い
へ
ん
貴
重
な
存
在
と
言
え
る
。

二
　
八
王
子
車
人
形
の
特
徴
と
価
値

西
川
古
柳
座
に
は
次
の
よ
う
な
特
徴
が
み
ら
れ
た
。

上
演
に
関
し
て
は
、
第
三
章
第
七
節
の
上
演
年
表
が
示
す
よ
う
に
、
た
い
へ

ん
盛
ん
で
あ
る
。
西
川
古
柳
座
稽
古
場
お
よ
び
い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル
で
の
自
主
公

演
、
オ
リ
ン
パ
ス
ホ
ー
ル
八
王
子
に
お
け
る
八
王
子
市
教
育
委
員
会
主
催
の
「
八

王
子
車
人
形
と
民
俗
芸
能
の
公
演
」
な
ど
、
会
場
も
こ
じ
ん
ま
り
し
た
場
所
か

ら
大
ホ
ー
ル
ま
で
あ
る
。
海
外
公
演
は
昭
和
五
十
一
（
一
九
七
六
）
年
の
ソ
連

公
演
に
始
ま
り
、
以
後
毎
年
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
。
世
界
三
十
か
国
以
上

で
の
公
演
を
重
ね
、
訪
問
先
の
文
化
を
視
野
に
入
れ
て
演
目
が
選
ば
れ
る
。
メ

キ
シ
コ
公
演
を
き
っ
か
け
に
現
地
の
方
々
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
に
と
洋
舞

用
の
新
車
人
形
が
考
案
さ
れ
た
。
ま
た
、
平
成
二
十
三
（
二
○
一
一
）
年
の
バ

ル
ト
三
国
（
エ
ス
ト
ニ
ア
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
）
公
演
で
は
、
訪
問
国
の

歴
史
的
背
景
を
鑑
み
、「
わ
か
っ
て
も
ら
え
る
の
で
は
と
、『
佐
倉
義
民
伝　

宗

吾
と
甚
兵
衛
』
を
上
演
し
た
」
と
五
代
目
西
川
古
柳
は
述
べ
て
い
る
。
平
成

二
十
九
年
（
二
○
一
七
）
年
よ
り
は
じ
ま
っ
た
「
八
王
子
車
人
形　

西
川
古
柳

座
公
演　

集
大
成
シ
リ
ー
ズ
」
で
は
西
川
古
柳
座
で
繰
り
返
し
上
演
さ
れ
て
き

た
古
典
作
品
を
中
心
に
上
演
し
つ
つ
、
新
作
も
取
り
入
れ
て
い
る
。
五
代
目
西

川
古
柳
は
「
古
典
は
残
し
て
い
か
な
け
れ
ば
」
と
力
説
し
、
令
和
二
年
一
月
の

集
大
成
シ
リ
ー
ズ
八
回
目
の
公
演
の
挨
拶
で
は
、
演
目
の
「
生
写
朝
顔
話　

宿

屋
よ
り
大
井
川
の
段
」
に
つ
い
て
「
近
年
上
演
し
て
い
な
か
っ
た
が
若
い
座
員

に
伝
え
た
く
、
十
年
ぶ
り
に
取
り
組
ん
だ
」
と
述
べ
た
。「
生
写
朝
顔
話
」
の

同
じ
場
面
は
、
本
書
付
録
D
V
D
所
収
の
昭
和
九
～
十
年
撮
影
の
映
像
に
も

記
録
さ
れ
て
お
り
、
西
川
古
柳
座
の
十
八
番
と
も
い
え
る
「
日
高
川
入
相
花
王
」

な
ど
と
は
別
に
細
く
長
く
伝
承
さ
れ
て
い
る
演
目
と
い
え
よ
う
。

「
八
王
子
車
人
形
と
民
俗
芸
能
の
公
演
」
等
、
行
政
主
催
の
公
演
に
お
い
て

は
説
経
節
の
会
と
共
演
し
、
演
目
、
振
り
付
け
と
も
に
八
王
子
車
人
形
の
無
形

民
俗
文
化
財
と
し
て
の
姿
が
再
現
さ
れ
て
い
る
。

八
王
子
車
人
形
は
説
経
節
以
外
の
共
演
者
と
の
公
演
も
多
い
。
こ
の
背
景

は
、
五
代
目
西
川
古
柳
が
「
八
王
子
車
人
形
後
援
会
報
三
十
四
号
」
に
述
べ
て

い
る
よ
う
に
、
説
経
節
の
後
継
者
が
い
な
く
な
っ
た
と
き
に
、
四
代
目
西
川
古

柳
が
車
人
形
を
残
し
て
い
く
た
め
に
と
、
義
太
夫
節
を
は
じ
め
他
の
演
奏
者
と

の
共
演
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
と
の
共
演
も

ま
た
、
八
王
子
車
人
形
が
伝
承
さ
れ
て
き
た
所
以
な
の
で
あ
る
。
義
太
夫
節
、

新
内
節
、
落
語
、
琵
琶
奏
者
、
琴
奏
者
ら
と
共
演
を
重
ね
、
近
年
は
創
作
的
な

演
目
で
あ
る
『
シ
ャ
ン
ク
ス
・
メ
イ
ア
ー
』
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
人
形
遣
い
で

あ
る
ト
ム
・
リ
ー
と
共
演
し
た
。

本
書
上
演
記
録
に
は
近
年
に
関
し
て
は
公
共
性
の
高
い
も
の
の
み
に
絞
り
、
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割
愛
し
た
が
、
行
政
の
支
援
を
受
け
た

学
校
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
し
た
い
。

五
代
目
西
川
古
柳
と
座
員
は
八
王
子
市

内
を
は
じ
め
と
す
る
小
中
学
校
な
ど
へ

年
間
百
回
以
上
訪
れ
、
子
供
た
ち
に
車

人
形
の
紹
介
し
、
子
供
た
ち
も
車
人
形

を
体
験
す
る
。
郷
土
の
芸
能
と
し
て
意

識
づ
け
ら
れ
、
今
後
の
伝
承
の
基
盤
と

な
る
重
要
な
機
会
で
あ
ろ
う
。
千
人
同

心
の
縁
に
よ
る
北
海
道
白
糠
町
と
八
王

子
市
の
小
学
生
の
交
流
事
業
に
お
い
て
、
平
成
二
十
三
（
二
〇
一
一
）
年
よ
り

行
わ
れ
て
い
る
西
川
古
柳
座
で
の
車
人
形
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
子
ど
も
た
ち

に
好
評
で
、
文
化
交
流
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

八
王
子
市
長
石
森
孝
志
は
令
和
二
（
二
○
二
○
）
年
一
月
一
日
の
「
広
報
は

ち
お
う
じ
」
誌
上
に
お
い
て
、「
郷
土
愛
」
を
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
と
し
て
発
展

し
た
い
と
い
う
主
旨
の
新
年
の
抱
負
の
中
で
、「
八
王
子
車
人
形
」
の
若
い
座

員
が
小
中
学
校
で
車
人
形
を
体
験
し
て
い
る
こ
と
に
も
触
れ
、「
子
ど
も
時
代

に
、
郷
土
の
文
化
に
触
れ
、
興
味
を
抱
く
こ
と
が
、
未
来
の
継
承
に
つ
な
が
っ

て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
八
王
子
市
の
「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」
に
お
い
て

も
八
王
子
車
人
形
は
郷
土
の
伝
統
芸
能
と
し
て
主
な
歴
史
文
化
資
源
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
。

令
和
元
年
度
で
十
四
回
を
迎
え
る
「
伝
統
文
化
ふ
れ
あ
い
事
業　

八
王
子
車

人
形
体
験
・
発
表
講
座
」
の
発
表
会
も
、
講
習
生
が
舞
台
で
観
客
を
前
に
演
じ

る
喜
び
を
味
わ
い
、
後
継
者
育
成
に
つ
な
が
っ
て
い
く
重
要
な
活
動
で
あ
る
。

五
代
目
西
川
古
柳
は
、
こ
の
よ
う
な
公
演
活
動
を
通
し
、「
ま
ず
は
子
ど
も

た
ち
に
車
人
形
を
知
っ
て
も
ら
い
、
フ
ァ
ン
を
育
て
た
い
。
そ
れ
が
継
承
に
つ

な
が
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

次
に
、
江
戸
東
京
の
人
形
芝
居
資
料
と
し
て
価
値
が
あ
る
。

江
戸
時
代
の
終
わ
り
か
ら
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
初
め
ま
で
、
吉
田
東
九
郎
、

吉
田
冠
十
郎
、
西
川
伊
左
衛
門
と
い
う
江
戸
東
京
の
人
形
芝
居
の
遣
い
手
と
、

交
流
が
あ
っ
た
こ
と
で
、
活
動
記
録
、
首
、
操
り
方
等
の
資
料
が
残
っ
た
。
江

戸
東
京
の
人
形
芝
居
を
物
語
る
資
料
は
そ
う
多
く
は
な
く
、そ
の
点
貴
重
で
あ
る
。

江
戸
東
京
の
人
形
遣
い
の
中
で
も
、
車
人
形
を
行
っ
た
吉
田
冠
十
郎
、
西
川

伊
左
衛
門
の
痕
跡
は
、
山
梨
（
笹
子
追
分
）（
廣
川
清
『
三
つ
の
人
形
芝
居
』）
か
ら
、

神
奈
川
ま
で
各
所
に
残
る
。『
国
劇
要
覧
』（
一
九
三
二
年
）
に
記
さ
れ
た
車
人

形
の
座
元
は
、
東
京
都
、
八
王
子
市
、
調
布
市
、
埼
玉
県
三
芳
町
、
千
葉
県
袖

ケ
浦
市
、
神
奈
川
県
小
田
原
市
に
及
ぶ
。
ま
た
、
奥
多
摩
各
地
に
も
車
人
形
が

流
布
し
て
い
た
。
永
田
衡
吉
は
、
車

人
形
が
存
在
し
た
地
と
し
て
山
梨
県

鳴
沢
、
埼
玉
県
品
沢
も
挙
げ
て
い
る

（『
日
本
の
人
形
芝
居
』
五
二
三
頁
）。
栃

木
県
小
山
市
の
乙
女
河
岸
に
も
車
人

形
が
あ
っ
た
と
い
う
地
元
の
伝
承
を

最
近
、
確
認
し
た
（
下
野
民
俗
研
究
会

会
長
津
布
久
貞
夫
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
）。

江
戸
東
京
の
人
形
芝
居
の
、
一
展
開

と
し
て
の
車
人
形
は
、
関
東
近
辺

写真2　�足のかかりの手入れをする五代目
西川古柳。「子供たちに壊さない
ように、とは言いたくない。壊れ
たら直せばよい。かかりの先にゴ
ムを附けたことで、舞台を踏む際
の音がよくなった。」と述べている。

写真1　�八王子市の小学校におけるアウトリーチ授業の様子

写真3　�稽古場での公演後、観客に挨拶をする若手座員
たち　2019年8月25日
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の
、
思
い
の
外
、
広
範
囲
で
興
行

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
車
人

形
は
、
江
戸
時
代
か
ら
近
現
代
に

至
る
ま
で
、
関
東
近
辺
ま
で
と
い

う
時
間
と
空
間
を
考
え
る
と
、
江

戸
東
京
の
一
つ
の
芸
能
文
化
で

あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
古
柳
座
は
伝
統
と
革

新
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
を
保
持
し

て
い
た
。
上
演
に
関
連
し
て
述
べ

た
こ
と
と
重
複
す
る
が
、
伝
統
的

演
目
と
と
も
に
新
作
に
も
挑
ん
で

い
る
。

用
具
類
の
多
く
を
自
作
し
て
い

る
こ
と
も
西
川
古
柳
座
な
ら
で
は

の
特
徴
で
あ
る
。
二
代
目
西
川
古

柳
よ
り
受
け
継
い
だ
古
い
首
と
と
も
に
、
四
代
目
、
五
代
目
西
川
古
柳
が
製
作

し
た
首
も
使
わ
れ
、
大
道
具
、
小
道
具
も
自
作
す
る
。
衣
裳
に
関
し
て
も
西
川

古
柳
座
に
関
わ
る
制
作
者
の
手
に
よ
る
も
の
も
多
い
。
本
番
の
公
演
で
用
い
ら

れ
る
用
具
と
と
も
に
、
前
述
の
講
座
等
に
お
い
て
使
用
す
る
練
習
用
の
首
、
ろ

く
ろ
車
、
衣
裳
も
工
夫
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
初
心
者
が
車
人
形
を
体
験
す
る
機

会
を
増
や
し
、
伝
承
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
技
術
を
生
か
し
、
五
代

目
西
川
古
柳
は
、
各
地
の
人
形
芝
居
伝
承
に
も
尽
力
し
て
い
る
。

三
　
現
在
の
古
柳
座

次
に
、
八
王
子
車
人
形
を
継
承
す
る
西
川
古
柳
座
の
今
を
伝
え
る
。

写真4　�若手の会メンバーの中学
生　2019年8月25日

写真5　�八王子市郷土資料館の車人形体験コーナー　体験
用人形の首は五代目西川古柳製作、衣裳は三河恵
子製作である。

写真6　�（集合写真1）上段左より　西川柳澄之、西川柳起、西川柳香、西川柳里美、渡邉紀久代
　　　　　　　　　  下段左より　西川柳桂、西川柳時、西川古柳、西川柳車、西川柳久美　2019年11月10日
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西
川
古
柳
座
の
座
員
は
十
二
名
、
経
験
豊
富
な
座
員
と
若
手
座
員
が
共
に
練

習
に
励
み
、
切
磋
琢
磨
し
て
い
る
。
ま
た
襲
名
は
し
て
い
な
い
が
、
小
学
校
で

の
体
験
授
業
を
き
っ
か
け
に
興
味
を
持
ち
、
自
主
公
演
の
舞
台
に
立
つ
ま
で
に

上
達
し
た
中
学
生
も
い
る
。
詳
細
は
第
三
章
第
八
節
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。

三
人
遣
い
か
ら
派
生
し
た
車
人
形
を
き
ち
ん
と
遣
う
た
め
に
と
、
座
員
は
三
人

遣
い
の
扱
い
方
も
五
代
目
西
川
古
柳
よ
り
学
ん
で
い
る
【
写
真
8
】。

四
　
終
わ
り
に

八
王
子
周
辺
で
唯
一
、
現
在
も
行
わ
れ
て
い
る
八
王
子
車
人
形
は
地
域
的
、

歴
史
的
に
た
い
へ
ん
貴
重
で
あ
る
。

車
人
形
は
あ
る
時
期
に
、
奥
多
摩
で
も
多
く
の
と
こ
ろ
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、

現
在
残
る
の
は
川
野
車
人
形
の
み
と
な
っ
た
。
埼
玉
県
の
竹
間
沢
は
中
断
し
た

が
復
活
し
現
在
行
わ
れ
て
い
る
。
説
経
節
太
夫
・
木き

じ

の
住
野
清
兵
衛
に
よ
っ
て
伝

え
ら
れ
た
川
野
車
人
形
の
名
手
河
村
佐
太
郎
ら
は
初
代
西
川
古
柳
の
指
導
を
受

け
て
い
る
。
竹
間
沢
の
神
楽
師
前
田
家
に
古
谷
て
い
が
嫁
い
だ
こ
と
が
前
田
家

に
車
人
形
が
も
た
ら
さ
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
が
、
て
い
の
父
親
は
六
代
目

薩
摩
若
太
夫
で
あ
り
、
養
子
安
平
も
初
代
西
川
古
柳
の
指
導
を
受
け
て
い
る
。

川
野
車
人
形
、
竹
間
沢
車
人
形
、
八
王
子
車
人
形
は
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
に
根
差

し
伝
承
さ
れ
た
が
、
三
座
共
に
初
代
西
川
古
柳
の
薫
陶
を
受
け
た
車
人
形
が
多

摩
地
域
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
八
王
子
車
人
形
は
、
初
代
西
川
古
柳

の
指
導
を
受
け
た
二
代
目
西
川
古
柳
か
ら
四
代
目
西
川
古
柳
ま
で
織
物
業
に
携

わ
り
、
平
音
次
郎
を
は
じ
め
と
す
る
機
業
家
に
も
支
え
ら
れ
て
き
た
。
沼
謙
吉

は
、
八
王
子
車
人
形
に
は
江
戸
時
代
以
来
、
織
物
で
繁
栄
し
た
「
小
江
戸
」
と

さ
え
呼
ば
れ
た
八
王
子
の
江
戸
文
化
の
名
残
り
が
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
と
し
て

い
る
（
昭
和
四
十
八
（
一
九
七
三
）
年
十
月
二
十
日
朝
日
新
聞
夕
刊　

新
藤
恵
久
所
蔵
）。

川
野
車
人
形
は
、
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
の
お
ぐ
り
サ
ミ
ッ
ト
で
は
西
川
古

写真7　（集合写真2）上段左より　西川柳久美、西川柳澄之、西川柳花、西川柳車、西川柳翔、渡邉紀久代
　　　　　　　　　  下段左より　西川古柳、藤原ありさ、関内香水、安部晃大、西川柳玉　2019年8月24日

写真8　�若手の会のメンバーに三人
遣いの指導をする五代目西
川古柳。首、手足、衣裳、
舞台下駄すべて練習用に手
作りしている。
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柳
座
と
出
演
、
竹
間
沢
車
人
形
は
、
復
活
後
の
昭
和
六
十
（
一
九
八
五
）
年
、

民
俗
芸
能
公
演
（
埼
玉
県
民
俗
文
化
セ
ン
タ
ー
）
に
お
い
て
八
王
子
車
人
形
と
出
演
、

と
い
う
具
合
に
現
代
に
お
い
て
も
、
交
流
つ
な
が
り
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
車
人
形
は
、
江
戸
時
代
末
頃
に
そ
れ
ま
で
人
形
浄
瑠
璃
に
独
自
の
工

夫
を
加
え
考
案
さ
れ
た
人
形
芝
居
で
、
人
形
浄
瑠
璃
の
歴
史
上
の
新
展
開
の
一

つ
で
あ
る
。
江
戸
東
京
の
人
形
芝
居
の
歴
史
資
料
と
し
て
価
値
が
あ
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
八
王
子
車
人
形
の
み
な
ら
ず
、
車
人
形
と
し
て
の
保
存
継
承
が
望

ま
れ
る
。

八
王
子
車
人
形
は
、
八
王
子
市
民
に
と
っ
て
と
て
も
大
事
な
存
在
で
あ
る
。

前
述
の
と
お
り
、
学
校
で
一
度
は
習
う
身
近
な
存
在
で
あ
り
、
多
く
の
市
民
に

知
ら
れ
て
お
り
、
公
演
回
数
、
場
所
な
ど
か
ら
し
て
接
す
る
機
会
も
多
い
。
八

王
子
車
人
形
後
援
会
の
存
在
も
大
き
く
、
熱
烈
な
応
援
に
支
え
ら
れ
、
八
王
子

の
人
々
に
愛
さ
れ
て
い
る
。
八
王
子
車
人
形
は
、
海
外
で
も
活
躍
す
る
日
本
の

代
表
芸
能
で
あ
る
一
方
、
地
元
八

王
子
の
人
々
の
日
々
の
生
活
で
、

楽
し
み
や
喜
び
を
与
え
て
く
れ
る

身
近
な
芸
能
で
あ
る
。

ま
た
、
座
も
、
代
々
家
元
自
ら

用
具
を
製
作
し
、
普
段
は
別
に
仕

事
を
持
っ
た
座
員
と
と
も
に
公
演

を
作
り
上
げ
る
。
こ
の
よ
う
な
、

座
と
観
客
・
市
民
と
の
関
係
は
、

大
衆
の
中
で
生
ま
れ
育
ま
れ
た

芸
能
と
し
て
重
要
な
こ
と
と
思

う
。
地
域
文
化
へ
の
貢
献
も
大
き

い
。
八
王
子
車
人
形
調
査
時
（
二

○
一
六
年
か
ら
二
○
一
九
年
ま
で
）
に

は
、
祭
礼
時
の
公
演
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
令
和
二
（
二
○
二
○
）
年
四
月

十
一
日
に
上
宿
の
御
嶽
神
社
で
の
「
百
八
灯
」
の
際
に
、
八
王
子
車
人
形
の
上

演
が
予
定
さ
れ
、
約
五
十
年
ぶ
り
の
上
演
復
活
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
今
後
も
様
々
な
意
味
で
の
伝
統
と
革
新
、
双
方
を
大
事
に
し
な
が
ら
、

ま
す
ま
す
の
発
展
を
期
待
し
た
い
。

（
執
筆
者　

大
谷
津　

早
苗
）

写真9　�高尾山若葉まつりに参加する座員たち　八王子車人形後援会の方 も々
参加する。

写真10　�髙尾山薬王院の節分会で豆まき
をする八王子車人形西川古柳座
の座員たち

写真11　公演を控え、練習に励む座員たち　2019年12月


